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④
対
象
犬
小
、
一一一
誠
一小
、
西
パ
-

中
央
小
、
そ
の
他
児
童

(自
由

参
加
)

⑥
入
場
料

初
日
一
福
重

?8 
日

電
話
加
入
機
ら
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続場 芭 !)とみ立oまとたて 、左 京はせ 、ら
習で 偉 i _ まのたをすのち 、子 三 知名γ し当事ひ
生は て 大ずでい避。でも調供 iそ く 婦ま 数 に
を閉 包 i村。 き時げ き 、和 の だ人す受{開
幕 和 墓『 保 る に る る幸 の 間経さ会。講人
《三 五 1他 のは た 理福と隅済い支 さ指

し十 呆}所 が何め 組なれ敬 力。部れ導
て 二 j'--' 受時の 的生 たなと 長 るを

要堅持舎j皇天皇論議主草山(空232-Z2222552暴
思 議袋三 一 !中雲季賢 三義 回 訪謄 九 ! 民{主管符会突互宗丈品 者薯芸担
宅富程 呈 主 !雲で管主旦裏嘉歩 寓回 R 舘 !蓄 電歪盃笠-京厚同 省言語さ

(日書士 j 語 ギ豆諸竺)接交!?ご ) 嘉即上金銭~~ ~~ I2___裂 間
話三雲量塁 i 笑会旦毒裏 術学 iよ!会納 式受累時よ葉益望事足
課。十原 で i 時ま火補委 校 inij大 非 木 し 務 年 課 さ で か を

火種 l かで -......--......-社 : : ~~.:~ .. -::γ -:: 村 額課三)いにら次

雲午令 書2;γ支出角 霊 会会会会 午 合 皐 全 春 ) で 合 受彦の五重冗 冬

場竺時 間 制i喝手タ空廿 の 室賀象 事 室 時 師 題の siij警ZE高君五時
中時 三西プ杉学竺サ約 レ 無一中時 二 た め 春 闘 央日に省'-......-、
りさか月部ワ山校存イ 三ニ タ 筆 料 般央か月教村 育に凶 反 容 申 M 員

長白手書ム賢巌よさ ャ関車産品手諭袋 竺槌妻 累完弓聖堂で
館 n守九荊 | 之 助 ・具 舘時三平方J 'つ え三辛 子Iセニ円 同 但

ま 日 間 、( く シ ま日城等 る n件 務 手十数 時し

で主主管z 嬰 ? で主話芸 妻鹿 室 li:主 ぷ 議
))新 ! 日 ン )氏 化 でまの入聖

3 I u r呂~ ----'-:~~"=-.~ -: -' ~- -- --- ~ 

月 十 月 12E|おめで と う - ~ ー者間 ム t~

21官12!?;r!日|詰i rltヰ 塁率 入;詩2会主葬ぞ;
i竹 J iY寸溝正ナ一|節 |霊長 始校校 { 期内 誌 で 象 本

原|仏、! ヶ |多 |陸高 !賛 |指 | 畢 i 限准受 ろ。

京|原|宍|}引 :1警|開 業開 式j雲zEf理主
" i 長門司 |5iEMS吉 己主語封L

一
般
成
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央
公
民
舘
)

5
日
一
敏
潟
場
、
古
賀
・
昆

家
族
計
画
で
幸
福
な
生
活

日
か
ら
受
胎
調
節
の
講
習
三
一指
導

り

6
日
一
純一
訪

一、

こ
区
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行

、
知

子

三

一ず
の
う
ち
に
一
で
寸
暇
も
惜
し
い
と
さ
が
あ
り
、一

の
よ
う
な
心
配
も
ご
ざ
い
ま
・
1
ご

い

二
次
の
一

ん

。

-

昨

日
比

さ

ん

仁

文
引
、
川
'仁
や
、
一
円
必
の
完
達
と
よ
一
問
、必
令
書
を
目
の
上
こ
震
1

て
内
一来
二
る
べ
き
昭
口
三
卜
二
年
問
か
一三-m一外
心
中
か
ら
営
校
前
の
道
路

一

:

」/
一

1

和

?

ーし

一

7

J

一

一

参

加

の

方

は

申

込

を

り、

主
」
ニ
レ
主
爪
山
花
民
山
ド
、
開
山

一期
を
忘
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ

一ら
は
挙
っ
て
納
税
組
舟
に
加
入
し

一は
、
山
口
動
車
な
ど
ス
ピ
ー
ド
存
制

一

出

火
と
な
っ
て
市
民
桁
様
に
…と
う
。
こ
と
こ
虐
な
ど
受
け
る
と

一未
設
立
の
と
こ
ろ
は
結
成
し
て
い

一限
し
て
地
一
定
し
て
ほ
し
い
。
一
六
村
神
社
で
は
今
春
の
↓
ヘ
祭
に
汁

冗
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
今
夏
山
上
一
い
や
な
感
剥
い
た
し
ま
す
。
一
た
だ
き
、
滞
納
の
な
い
話
、
町
一
系
市
か
ら
は
芸
入
口
の
道
路
一
一
州
め
御
神
兜
で
、
初
め
て
の
か
倒

市
政
ば
川
と
い
っ
て
日
市
税
の
完
一
理
に
よ
っ
て
、
持
消
し
て
い
る
一げ
る
ま
で
ら
な
い
と
山
い
ま
す
。

一さ
い
わ
い
に
大
部
分
の
町
内
ま
た
一内
に
し
て
明
る
く
住
み
良
い
大
村
一
こ
告
を
立
て
て
も
ら
い
た
い
。
一
(
ネ
み
ゆ
き
)
そ
行
い
、
覧

の

納
が
れ
幹
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一戸
b
あ
忌
で
し
ょ
う
ο

一
か
よ
}
「
コ
人
吉
山
掴
ま
っ
て
納
税
一
は
宮
之
内
税
制
合
が
あ
り
ま
す
一市
の
建
設
に
御
協
力
点
一
お
願
い
申
一
法
行
者
の
右
側
通
行
は
大
人
も
協
一
行
列
九
行
う
の
で
、
稚
児
に
参
加

納
税
の
義
お
に
つ
い
て
一
史
め
て
一z
一こ
の
よ
う
な
一日
を
な
く
す
↑
た
め

一誌
も
向
上
し
つ
つ
め
り
ま
す
が

一
こ
れ
に
烈
し
て
い
た
だ
け
ば
そ

一上
げ
ま
す
o

(

税
務
課
)
一
力
し
て
も
ら
い
た
い
な
ど
の
要
望
一希
望
の
平
供
さ
ん
の
申
込
存
受
付

与

る

の

は

己

主

主

と

一に
、
市
政
は
い
つ
も
正
常
広
わ
一な
お

一
吉
宗
忘
れ
が
ち
の
向

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一が
め
っ
た
。

一け
て
い
る
。

白
石
川
れ
は
訪
れ
一
心
山
一山
口
出
向

γの
御
協
力
が

一

2
2う
で
す。

一

む

小

選

で

修

学

族

行

一

(

市

教

委

)

一持

時

計

誌

か

ら

御

下

り

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
市
民
の
」
〕
ム
よ

う

や

く

孝

弘

、

先

主

一

納

税

は

新

生

活

一

一

一

」

一

シ

マ

ゾ一

ニ
九
日
午
後
一
時
か
月
御
上
り

(御

様
に
御
話
レ
て
い
た
だ
き
た
と
…

2土
会
辻
併
殺
皇
制
高
く

一

の

第

一

歩

一

市

内

中

学

校

生

徒

舎

で

申

合

せ

一

め

一

宵

一

五

一一禁
は
中
央
公
民
舘
前
長
)

E

の
で
あ
り
ま
す
。

一訂
仁
さ
れ
、
民
忠
一
地
や
坑
庄
内
μ

一

一

市
内
中
学
校
生
徒
会
お
よ
び
小

一
彦

と

し

て

、

一

上

一

平

一

日
蜘
一

一

一
会

衣

共

料

一

旦
二
百
円
、
二

一
お
互
の
告
は
何
時
ま
で
絞
っ
て

一宇

誌

な

ど

お

真

展

に

一そ
こ
で
お
願
い

2げ
た
い
の
は

一中
学
校
指
導
主
任
会
で
は
「
こ
の

一岩
見
時
に
は
震
に
近
っ
か
ぬ

7
Ei一旦

|

一一

日
四
百
円

一も
楽
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
終
一誌
が
見
え
て
参
け
ま
し
た
。

一今
年
は
型
車
雲
行
の
時
期

一
一
年
間
の
反
省
と
、
春
休
み
中
の

一

こ
と
。

一

日
一
数
十
同
一

h
l一川

二
金
申
込
三
月
二
十

吉

ま
で
に

一戦
直
後
の
物
資
不
足
、
高

難

時

一お
そ
ら
く
こ
れ
以
上
の
発
展
ム
乙
と
も
い
お
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
際

一生
徒
の
生
活
指
導
に
つ
い
て
」
話

一
ω新
し
く
入
学
す
る
生
言
語
一

一日
雇

F
V二

室

請

を

添

え
て

奇

注

文

に
く
ら
べ
た
ら
乏
一
己
主
一
で
ま
ま
い
よ
う
な
感
じ
が
致
し
ま
す

定

方

の
納
税
が
家
計
符
の
筆

一合
う
た
め
、
三
月
九
日
午
後
二
時
一

に
迎
え
、
幼
稚
園
児
ま
で
指
導
一

一気一

E
h
一

主

義
所
ま
た
は
町
総
代
へ
申
込

一
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

一す。

一頭
に
記
ぎ
れ
、
完
納
で
き
ま
す

一か
ら
信
用
金
庫
会
議
室
で
、
市
教
一

ず
る
よ
う
に
。

一

一夫一

問
一

1
一
2
ニ

む
壬
(
大
村
神
社
霊
会
)

一中
に
は
税
金
の
行
く
え
を
理
解
せ

一
か
よ
う
な
士
場
の
誘
致
室
内
施

一さ
つ
念
願
し
ま
す
。

一安
指
導
主
事
、
生
徒
会
代
表
な
ど
一
川
修
学
旅
行
は
で
き
る
だ
け
小
遣
一

竺

引

星

川

一

川

二
世

界

地

図

三

細
川

一ず
に
、
令
書

一
枚
で
税
金
よ
ん
で

一
品
、
一以
内宮
前
主
な
ど
こ
れ
ら
に
要
一市
税
の
納
期
は
十
年
の
う
ち
に
九

一約
四
十
名
が
出
席
し
て
意
見
を
交

一

を
貯
蓄
し
て
、
乙
れ
に
あ
て
る
一

寿

一

r
E
一
回

一

一一

一ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
ま
た

r包
す

資

本

に

な

っ

て

R
1
5ゃ
、

3
5
3
1
AL
Eっ
す

Z中
の
由
合
せ
事

一

ぬ
よ
}
つ
自
粛
す
る
こ
と
。
な
ど
一

下

且

l
「

ニ
周
年
記
念
室
の
一
望
し
て
、

一

.

1
i
!!
i
仁

y
i
!ド
i七
十
し
!
j
i
l
-
-
h
i
ll
-
i
!
:
h
!
:
i
一

気

一

量

一

山

一

川

二
塁
の
社
会
か
教
育
の
員
長

一三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
旬
-
叫
一御
配
K
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
に
述
絡
す
る
よ
う
、
生
徒
た
ち
に
一き
は
、
最
寄
り
の
交
番
に
周
出
る
一争
い
、
不
良
行
為
の
お
そ
れ
な
ど
一

一

k

一
山

一
小

ニ

す
る
た
め
広
く
小
、
中
、
同
校
に

一修
学
旅
行
の
ン
ー
ズ
ン
で
め
り
ま
一
色
法

行
ベ
学
生
、
生
徒
同
志
が

一
周
知
さ
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

一
か
、
通
行
人
に
訴
え
て
救
い
を
求
一が
な
い
よ
う
、
十
件
警
戒
し
て
く
一

一

降

一

公

一
日

二

壁
叫
最
新
悶
界
地
阿
を
引
説
明
し
た

一す。

一白
党
し
て
一
初
互
い
に
戒
告
つ
ふ

一
ゆ

未
知
の
土

地
で

「首

レ

一包

ょ

う
指
導
し
て
お
く
こ
と
で一
だ
さ
い
。

一

の

一
気
J
型
吐

竺

一乙
の
地
図
ば
東
大
名
義
宗
一
本

一と
の
泌
し
い
修
学
旅
行
も
旅
に
出
一ん
四
川
で
行
わ
れ
、
ま
た
グ
ル
ー

一
て
や
ろ
う
」
な
ど
と
甘
さ
ぜ
も
っ

一寸J
C

一
&
急

病

人
が

出
て
病
院
が
不

一

一低

一日

二

-

ニ

太
郎
氏
校
閲
、
新
聞
紙
八
枚
分
の

一日

日

誤

認

可

一ブ

の

構

成

長

し

な

る
べ
く
一
て
誘
惑
さ
れ
λ
一裁
が
た
ひ
た
ひ

一
一
μ川
同
持

リ

σMUM-
M
U
h
U
U珠
山
市
町
一

村

一

F
7一

止

一大

品

軒

下

訪

日

日
↑

日

出

読

む

計

十

一

修

と

す

族

行

は

警

し

く

一

時

間

当

日

一君

主

山

詩

的

一

問

」

b
-一

一
器

詰

吋

思

い

が

け

山
一

に
か
か
め
な
ど
、
修
学
旅
行
で
純
一

口

早

虫

行

動

は

事

故

の

も

三

一

そ
の
地
域
の
危
険
性
に
つ
い
て
十

一じ
た

(-
ノ

市

の
発
展
口
税
袋、
ρ
も

三

:
・
楽

に

納

税

J
る

に

は

i
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の


